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播州⾚穂の塩製造技術は、姫路藩の的形などから 1600 年代に伝えられた 
 
塩⽥作りは古式塩⽥技術と防潮堤建造技術とが結びつき、播州⾚穂で花開いた。姫路藩では
⼩規模経営者の集まりであったものが、播州⾚穂においては⼤規模事業として運営できた
ことが、⾚穂塩業の⼤きな発展の原動⼒になった。江⼾時代の昔にも、資本の原理が働いて
いたということである。 
 

 
 
 
 
 
 
 


